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① テンキーによる資料画像の操作（拡大/縮小、スクロール） 

② 倍率の固定 

③ 直接入力による資料ページ選択 

④ 直接入力によるコメントの編集 

⑤ 入力形式の固定 

⑥ 前仕訳のコピーによる仕訳作成 

⑦ 勘定科目、補助科目、部門の保持（仕訳再表示時） 

⑧ 入力終了時の画面遷移（入力資料選択サブ画面へ戻る） 

― 取込日の初期値廃止 ※【資料管理メニュー】 

 

資料閲覧入力 

「資料閲覧入力」の各種機能改善 （2017/4/5） 

PB システム会計「資料閲覧入力」につきまして、各種機能改善を実施いたします。       

リリース日：2017 年 4 月 5 日(水) 

① 

② ③ 

⑤
⑥ 

④ 

⑦

⑧ 
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Ａ 画像の拡大：縮小 〔Ctrl〕を押しながらテンキー〔＋〕：〔－〕 

Ｂ 画像の縦スクロール（上：下） テンキー〔－〕：〔＋〕、および〔PgUp〕：〔PgDn〕 

Ｃ 画像の横スクロール（左：右）  テンキー〔／〕：〔＊〕 

◆ 仕訳で「－」「＋」「／」「＊」の半角文字を使用する場合は、NumLock を一旦解除して下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「資料閲覧入力」の各種機能改善 （2017/4/5） 

１ テンキーによる資料画像の操作 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

資料画像の「拡大：縮小」「縦横スクロ

ール」操作を PC のテンキー（※）でも

行うことができるようになります。 

（※）NumLockが有効の状態



- 3 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「資料閲覧入力」の各種機能改善 （2017/4/5） 

３ 直接入力による資料ページ選択 

２ 倍率の固定 

画像の「倍率」について、１度設定されたものが別資料の表示時にも適用されるようになりま

す。変更した場合はその変更した倍率が引き続き適用されます。 

倍率はメニュー終了/再開時に初期化されます。（初期値＝100％） 

ページ番号を直接入力（および▲：▼ボタンでスクロール）して表示資料を選択することがで

きるようになります。 

４ 直接入力によるコメントの編集 

コメント欄について［編集］ボタンが廃止され、直接入力が常時可能になります。 

入力内容は[F2 登録]キーで登録します。 

④

③② 
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「資料閲覧入力」の各種機能改善 （2017/4/5） 

５ 入力形式の固定 

６ 前仕訳のコピーによる仕訳作成 

７ 勘定科目・補助科目・部門の保持 

１度選択された入力形式が別資料の入力時にも適用されるようになります。メニュー終了/再開

時に初期化されます。（初期値＝仕訳日記帳） 

なお、すでに仕訳登録済みの資料については、登録した時の入力方式が適用されます。この場

合、以降に表示・入力する資料にはこの直近に表示した資料の入力形式が適用されます。 

［前仕訳コピー］をクリックすることで、直近資料(◆)の登録済み仕訳をコピーできるようにな

ります。（金額はゼロ円がセットされます） 

仕訳登録済みの資料では利用できません。また先頭の資料、前のいずれの資料にも仕訳が登録

されていない資料においても利用できません。 

（◆）前資料のうち仕訳が登録されている最も番号の近い資料。番号が 1つ前の資料では必ずしもありません。

入力形式を「現金出納帳」あるいは「銀行帳」として仕訳を登録した資料について、再度選択

表示した際にも登録時の科目、部門が初期表示されるようになります。 

８ 入力終了時の画面遷移 

閲覧入力画面を終了(ESC)した際に、一旦「入力資料選択」サブ画面に戻るようになります。 

（従来はそのまま会計の業務画面へ移動） 

⑤ ⑥

⑦ 
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資料管理 

「資料閲覧入力」の各種機能改善 （2017/4/5） 

資料管理メニューを開いた際の【取込日】が空欄になります。（従来は直近 6ヶ月） 

これにより、メニュー開始時に、全ての資料が初期表示されることになります。 

絞り込む場合は取込日、あるいは業務欄に任意の値を入力して下さい。 

【資料閲覧入力】における画像関連の機能改善は、【資料管理】の資料詳細でも同様

に対応しております。 

① テンキーによる資料画像の操作（拡大/縮小、スクロール） 

② 倍率の固定 

③ 直接入力による資料ページ選択 

①

② ③
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